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　喫煙は喫煙者のみならず、間接的に非喫煙者の全身の健康に対

しても、悪影響を及ぼすことが実証されている。また、喫煙は歯周病に

おける環境面からみた最大の危険因子であり、歯周病の発症・進行

や治療効果の低下に大きく関与している。さらに、歯周病自体が様々

な全身疾患の危険因子となることから、喫煙の直接的作用に加え、歯

周病を通しての間接的作用によっても全身疾患のリスクが高められる

ことが示されている。 

　喫煙は「病気の原因の中で予防できる最大かつ単一のもの」（WHO）

であり、喫煙対策は国民全体の健康を増進するうえで欠くことができ

ないものである。よって、我々学会員が口腔のみならず全身的健康の

ためにも喫煙問題に取り組むことは使命であると考える。 

　以上のことから、特定非営利活動法人日本歯周病学会は、「タバコ

と歯周病のない世界」を目指し、積極的な喫煙対策ならびに禁煙活

動を行うことをここに宣言する。 

平成16年5月21日採択 

禁 煙 宣 言 



本学会は「喫煙と歯周病」に関連する研究を推進する。 

・得られた知見は講演会やメディアを通じ積極的に社会へ還元する。 
・学術誌や一般誌における掲載を推進する。 

本学会は、医療機関の禁煙指導を推進し、市民の禁煙を支援する。 

・禁煙支援に関する研修会などにより、禁煙指導を行うことができ
る医療従事者を育成する。 
・国内外の医学会や保健医療団体と連携して、市中の禁煙運動を
推進する。 

本学会は、学生教育における喫煙問題の充実を求める。 

・歯科関連育成機関における教育カリキュラムに、歯周病と喫煙
の関係や禁煙支援方法の項目を加えるよう働きかける。 

・歯科医療従事者の試験において、喫煙関連の設問を必須とする
よう働きかける。 

本学会員は非喫煙者であることを目指す。 

・会員は非喫煙者であることを目指し、会員が所属する保健医療
機関や教育施設へは全館禁煙を働きかける。 

・本学会が開催する会議において、会場施設・敷地内の完全禁煙
を目指す。 
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喫煙者は非喫煙者に比べ2～8倍の危険度で歯周病にかかりやすくなり
ます。さらに、喫煙による不快な口臭、味覚の鈍麻、歯肉の黒色化や歯面
の着色など口腔内環境は悪化します。 

喫煙者は歯周病にかかりやすい！ 

タバコに含まれている化学物質が喫煙者の歯肉出血を減少させたり、歯
肉表面を硬くすることで歯周病の症状が隠されてしまいます。 

喫煙者は歯周病の症状に気づきにくい！ 

歯周病の進行に応じて様々な治療が行われています。しかしながら、ど
のような歯周治療に対しても喫煙者では治りが悪いことが報告されてい
ます。 

喫煙者では歯周病の治りが悪い！ 

歯周病は糖尿病、心筋梗塞や低体重児出産、早産などの発症と関係しま
す。つまり、喫煙している歯周病患者では、これらの病気にかかるリスク
がいっそう高まります。 

歯周病は全身疾患のリスクを高める！ 

タバコをやめれば歯周病を含め様々な病気のリスクが著しく低下し、さ
らに周囲に対する悪影響も減ります。歯周病だけのためではなく、全身
的な健康のためにも1日も早い禁煙をおすすめします。 

タバコをやめましょう！ 

ー 市民の皆さんへ ー 


